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２
０
１
３
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ま
、
ど
の
よ
う
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

か
？ 昨

年
12
月
は
怒
涛
の
総
選
挙
、
併
せ
て
都

知
事
選
も
あ
り
、
い
つ
も
以
上
に
あ
わ
た
だ
し

い
年
の
瀬
で
し
た
。
で
も
、
投
票
率
を
み
れ
ば

｢

怒
涛｣

で
も
な
か
っ
た
の
か
な
。｢

脱
原
発｣

と

い
う
争
点
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
盛
り
上
が

ら
ず
、
厳
し
い
生
活
の
な
か
で
、
現
実
的
な
経

済
の
立
て
直
し
を
と
り
あ
え
ず
期
待
し
て｢

自

民｣

に
投
票
し
た
人
が
多
か
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。｢

脱
原
発｣

や｢

卒
原
発｣

理
念
を
訴
え

た
言
葉
が
、
現
実
の
生
活
苦
に
ア
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
い
る
人
々
に
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
た

言
葉
と
し
て
届
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
さ
っ
そ
く
、
「脱
・脱
原
発
」の
動
き

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
政
治

に
対
す
る
不
信
感
は
な
に
も
改
善
し
な
い
ま

ま
、
新
し
い
政
権
が
政
治
の
舵
を
切
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

３
・
11
後
、
社
会
は
確
実
に
変
わ
り
ま
し

た
。
原
発
の
危
険
性
や
非
経
済
性
が
自
明
の

も
の
と
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
多
く
の
人

が
関
心
を
持
ち
、
直
接
的
な
行
動
に
も
つ
な

げ
て
い
ま
す
。
原
発
を
こ
れ
ま
で
通
り
推
進
し

た
い
一
部
の
利
権
者
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど

を
通
し
て
お
金
に
も
の
を
言
わ
せ
、
巧
み
な

カ
ラ
ク
リ
理
論
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

を
軽
々
と
論
破
す
る
専
門
家
や
市
民
の
言

動
を
広
げ
る
機
能
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
ネ
ッ
ト
動
画
な
ど
の
ツ
ー
ル
も
市

民
は
手
に
入
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
比
例
区
で
の｢

自
民
党｣

の
得
票
率
は

約
27
％
で
し
か
な
く
、
選
挙
の
結
果
だ
け
を

民
意
だ
と
し
て
、
国
民
的
議
論
を
経
て
決
定

さ
れ
た｢

革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・環
境
戦
略｣

※

を
見
直
す
よ
う
な
暴
走
は
許
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
冷
静
に
新
政
権
の

行
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
粛
々
と
地
域
で
で
き
る

こ
と
を
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

地
域
で
で
き
る
こ
と
の
一
つ
の
指
標
と
し

て
、
「
ど
の
よ
う
な
社
会
を
め
ざ
す
の
か
」と
い

う
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
自
ら
が
提
案
し
て
い
く
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
多
様
な
考
え
が
あ
る
の

が
市
民
の
強
い
と
こ
ろ
。
反
面
、
そ
の
多
様
さ

は
、
昨
年
の
総
選
挙
の
よ
う
に
小
選
挙
区
で

票
を
分
散
さ
せ
て
し
ま
う
バ
ラ
バ
ラ
な
塊
に

な
っ
て
し
ま
い
、
社
会
を
変
え
ら
れ
な
い
の
も

事
実
で
す
。
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
、
合

意
形
成
し
、
連
携
し
て
い
く
力
が
、
残
念
な
が

ら
今
の
市
民
の
側
に
は
圧
倒
的
に
足
り
ま
せ

ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
を
め
ざ
す
ビ
ジ
ョ
ン
を

具
体
化
し
、
共
有
し
、
現
実
に
社
会
を
変
え

て
い
く
。
そ
ん
な
一
年
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 そ

の
お
役
立
ち
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
新
年

早
々
の
連
続
企
画
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
８

頁
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
間
に
合

う
な
ら
ご
参
加
を
。 

ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
い
取
り

制
度
を
市
民
と
し
て
使
い
こ
な
し
て
い
く
、

「
え
ど
・
そ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。 

 
 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

 

文
責
：奈
良
由
貴
・代
表
理
事 

  

※｢

革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・環
境
戦
略｣  

 
 

30
年
代
に
原
発
稼
働
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
と 

 
 

 

し
た
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略  

８ 環境問題解決のための人の輪づ

くりワークショップ／新刊のご紹介／

足温ネット活動日誌 

７ 環境・エネルギー８行ニュース 

６ 中国農村エネルギーの秘密をさ

ぐる５日間 

事務局長・山﨑求博 

２ シリーズ・脱原発の道しるべ（３） 

脱原発を進めるしくみと課題 

事務局長・山﨑求博 

１ 巻頭言・市民の合意形成が社会

を変える１年に！ 

代表理事・奈良由貴 

●もくじ● 

エコツアーで訪れた中国・雲南省の農家にあるバイ

オガス（メタンガス）専用の炊飯ジャー 

５ 市民発電プロジェクト「えど・そら」

がスタート 

理事・柳澤一郎 
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足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわニュースレター『あしもと通信』Vol.71 2013.1 

  地域における環境問題の解決には、そのために集まっ

た立場の異なる様々な人たちどうしでお互いの合意形成を

はかりながら協働する必要があります。でも、どうやったら

いいのでしょうか。そこで、実際に環境活動に参加している

皆さんと、実際に直面している環境活動の課題をもとに話し

あいながら、合意形成や協働に必要なノウハウを学びま

す。環境活動に携わる方必須です！ぜひご参加を！申込

みは専用フォームで 

 

●第１回：１月１２日（土曜日）14:00～17:00 

      タワーホール船堀３０２会議室 

「ひろがる」（参加者どうしがどのような活動をしているのかに

ついて理解します） 

●第２回：１月１９日（土曜日）14:00～17:00 

      タワーホール船堀３０２会議室 

「ふかめる」（参加者どうしが持っている活動分野や活動内

容について共有します） 

●第３回：２月２日（土曜日）14:00～17:00 

      タワーホール船堀４０１会議室 

「うまれる」（参加者どうしが一緒に何ができるか、協働の意

味について知ります） 

 

 ●会場：タワーホール船堀 

  都営地下鉄新宿線「船堀駅」下車、徒歩０分 

  東京都江戸川区船堀４－１－１     

 ●対象：環境活動に参加している方２５人 

 ●講師：廣水 乃生さん http://comfaci.com/ 

 コミュニティファシリテーション研究所長。1968年生まれ。東

京学芸大学修了後、７年間にわたって教師を務める。教育

を通して人と人とのつながりの大切さを感じ、異なる立場の

人たちの橋渡しをすることをめざし、教諭を退職。アメリカ

「プロセスワーク研究所」で葛藤解決・組織変革ファシリテー

ションマスターコースを修了、帰国後コミュニティファシリテー

ション研究所を設立。 

 現在は、ファシリテーションスキルを日常生活に活かすた

めの様々な講座やコミュニティとそこにいる人たちをイキイ

キさせるコミュニティ・ファシリテーター認定プログラムを実施

している。また、コミュニケーションや教育研修の講師や組

織変革ファシリテーターとして企業やNPO/NGOなどの多岐

にわたる組織に関わっている。 

 
 ●申込：ＮＰＯ法人 えどがわエコセンター 

 ＜専用申込みフォーム＞ 

 

 

新刊の 

ご紹介 

環境問題解決に向けた人の輪づくりワークショップを開催 

10.13  昭島市省エネ講座に出講 

10.17  発電事業チーム打ち合わせ 

10.23  第６回運営委員会 

10.29  発電事業チーム打ち合わせ 

10.30  財団法人地域生活研究所公開研究会「ドイツにおけ 

10.30  る主体的な電力選択の可能性とエネルギー協同組 

10.30  合」に参加 

11.01  家庭のＣＯ２削減意見交換会に参加 

11.03  eシフト「発送電分離シンポジウム」に参加 

11.14  市民ネットワーク千葉学習会に出講 

11.15  臨時総会を開催、えどがわ市民発電プロジェクトに 

11.15  向けた借入を決定。田中優理事が退任、退会 

11.18  東アジア環境情報発伝所エコツアー「中国農村エネ 

11.18  ルギーの秘密をさぐる５日間」に参加（～22） 

11.18  あらかわエコセミナーに出講 

11.27  第７回運営委員会 

12.03  えどがわ市民発電プロジェクト事業説明会（第１回） 

12.06  えどがわ市民発電プロジェクト事業説明会（第２回） 

12.11  第８回運営委員会 

12.15  千葉大学留学生の市民立発電所見学を受け入れ 

12.18  東京大学「環境三四郎」自主運営授業に出講 

12.22  大田・生活者ネットワーク学習会に出講 

12.23  小松川市民ファーム忘年会 

 足温ネット活動日誌 自然エネルギー革命をはじめよう 
地域でつくるみんなの電力 
高橋真樹･著／大月書店 
224頁／1,800円＋税 

 北海道から九州まで、各地の自

治体や市民がとりくむ自然エネル

ギー活用の実例をルポ。日本各地

ですでに実践されている自然エネ

ルギーの政策を丹念にまとめたも

のだ。市民の視点で描かれている

ことから、大企業でなくともすぐに実

践できる政策のヒントがいくつもあ

る。日本の地域再生のヒントがちり

ばめられた一冊。どうやってお金を

集め、エネルギーを生み、循環させ

るのか？3・11の震災から活発に

なった「市民電力会社」など、創造

的な動きから、脱原発への希望の

回路が見えてくる。 
飯田哲也氏（環境エネルギー政策

研究所所長）推薦 



7 

 

 

●都内生協、再生エネを共同購入・配電 
（2012.9.11 東京新聞） 

 東京都内の複数の生活協同組合が、電力を共

同購入し、一般家庭でも原発以外の電力を選べ

るしくみの検討に入ったことが10日、明らか

になった。現在、家庭向けは大手電力会社が独

占しているが、生協の仲介で、大手以外を選べ

るようにする。世田谷区の保坂区長は「社会実

証モデル地域となれるよう、特区的な扱いを国

に求める」と話した。 
 

●新エネ戦略、閣議決定を見送りへ 
（2012.9.19 産経新聞） 

「2030年代の原発稼働ゼロ」を柱にした革新

的エネルギー・環境戦略に関し、政府は19日

の閣議で今後の大まかな対応方針のみを決め、

戦略本体は参考文書にとどめる方針を固めた。

通常、重要政策は閣議決定するが、脱原発に対

する経済界や労働界、立地自治体の強い反発に

配慮した。新戦略の閣議決定見送りで、「原発

ゼロ」目標は事実上見直されることになった。 
 

●規制庁、原子力推進官僚ずらり 
（2012.9.20 中国新聞） 

 原子力規制委員会の発足に合わせ、事務局と

して安全規制や危機管理の実務を担う原子力規

制庁が20日から本格的に業務を始めた。しか

し、幹部には経済産業省など原子力を推進する

官庁の出身者らが名を連ね、規制委や規制庁の

設立経緯に詳しい海渡雄一弁護士は「電力会社

のとりこになった規制行政から脱却できる人事

とは到底思えない」と話している。 
 

●湖南市議会で自然エネ条例可決 
（2012.9.21 中日新聞） 

 湖南市の「市地域自然エネルギー基本条例」

が20日の市議会定例会で全会一致で可決さ

れ、即日発効した。発電事業者に売電収益の地

域還元などを求める「全国初の条例」（同市）

という。併せて、市行政財産使用料徴収条例の

一部改正案も可決され、公共施設の屋根に太陽

光発電設備を設置する場合、1％の使用料を徴

収することになった。 
 

●大間原発の建設工事再開を説明 
（2012.10.2  電気新聞） 

 Ｊパワー（電源開発）は１日、東日本大震災

以降建設工事を休止している大間原子力発電所 

（青森県大間町、フルMOX－ABWR、138万

3千kW）の建設再開を発表した。北村社長が

発電所の地元自治体（大間町、佐井村、風間浦

村）を訪問し、各町村の原子力発電所対策特別

委員会で説明した。 東日本大震災以降、原子

力発電所の建設が再開されたのは初となる。 
 

●フロンガス大気放出で書類送検 
（2012.10.5 毎日新聞地方版） 

 西条西署は４日、エアコンのフロンガスを大

気中に放出したとして、松山市のリサイクル業

の男をフロン回収破壊法違反の疑いで書類送検

した。同署によると、同法での摘発は全国初と

いう。容疑は回収を依頼された業務用エアコン

の室外機を取り外す際、配管を切断し内部のフ

ロン類のクロロジフルオロメタン約2.5kgを大

気中に放出したとされる。 
 

●家庭で１０キロワット超え注文住宅  
（2012.10.6  富山新聞） 

 富山市の中田工務店が、屋根の全面に太陽光

パネルを設置し、10kWを超える発電能力を持

つ注文住宅「発電ＭＡＸ売電住宅」の販売に乗

り出した。電力は全量を北陸電力に売電し、一

般家庭の副業となる。太陽光発電に加え、断熱

性の高い木材を採用、LED照明や熱交換型換

気システムも取り入れた。同社によると、電気

代は従来の半分程度に抑えることが可能。 
 

●市民が株主の太陽光発電、出資者募集 
（2012.10.10 河北新報） 

 住民が株主として出資する「市民ソーラー発

電所」を、山形県酒田市のリサイクル業が計画

している。年利８パーセントの配当を目指して

おり、同社は「安定した資産運用をしながら、

自然エネルギー活用で脱原発を目指す仲間を募

りたい」と話している。太陽光発電の規模は

500kWで、設備投資は1億5,500万円を予

定。発電事業の新会社を設立する計画だ。 
 

●ＪＡ大会「脱原発」決議 
 （2012.10.12 東京新聞） 

 全国農業協同組合中央会（JA全中）は11

日、東京のＮＨＫホールで開いた全国大会で、

「将来的な脱原発」を目指すことを盛り込んだ

活動方針を満場一致で決めた。大会は3年ごと

で、東京電力福島第一原発事故後では初めて。

国による農畜産物の出荷停止や風評被害で農家

に多大な損害が生じ、脱原発を方針に入れる機

運が高まった。 
 

●リトアニア国民投票、原発に「ノー」 
（2012.10.15 読売新聞） 

 リトアニアで14日、同国東部に建設予定の

ビサギナス原発の建設の是非を問う国民投票が

行われ、15日午後までの開票で反対が63％と

なった。有効投票率は52％で成立条件の50％

を超えた。同時に行われた議会選では、野党で

建設反対の立場をとる社会民主党などによる政

権交代の見通しとなっている。同原発の建設計

画が見直される可能性が出てきた。 
 

●日本、核非合法化署名を拒否 
（2012.10.18 共同通信） 

 ニューヨークで開催中の国連総会で、スイス

やノルウェーなど核兵器の非人道性を訴える

16カ国が「核兵器を非合法化する努力の強

化」を促した声明案を作成、日本にも署名を打

診したが、日本政府が拒否を決めたことが１８

日、分かった。複数の日本政府関係者が明らか

にした。米国の核戦力を含む「抑止力」に国防

を依存する政策をとっているため。 
 

●ドイツ総選挙、電気代高騰が争点に 
（2012.10.20 時事通信） 

 脱原発に転じたドイツで、2013年から家庭

の電気料金が大幅に上昇する。再生可能エネル

ギーの普及促進に向け、上乗せされる賦課金が

47％増となるためで、３人家族の家庭で年間

約70ユーロ（約7,200円）負担が増える見通

し。エネルギー転換に理解を示してきた国民の

間でも不満が募っており、来年秋の連邦議会選

挙の争点に浮上してきた。 
 

●発電会社「採算に合わない」と原発閉鎖 
（2012.10.24 朝日新聞） 

 米発電会社ドミニオンが22日、中西部ウィ

スコンシン州のキウォーニー原発を2013年前

半で閉鎖すると発表した。米原子力規制委員会

（ＮＲＣ）が昨年、同社の申請に基づき20年

間の運転延長を認めたばかりだったが、電力販

売価格の低下で採算に合わないと判断した。閉

鎖すれば1998年のコネティカット州ミルスト

ン原発以来になる。 
 

●温室ガス「２５％削減」撤回せず 
（2012.11.22 朝日新聞） 

 政府は、地球温暖化対策を話し合う気候変動

枠組み条約締約国会議（COP18）に向けた基

本方針を固めた。脱原発路線への転換で事実上

達成できなくなった今の温室効果ガスの排出削

減目標を、取り下げずに交渉に臨む。見直し作

業が遅れたためだが、原発増設を前提とした従

来目標を維持するあいまいな姿勢が、日本の発

言力を低下させる恐れもある。 
 

●コマツ、電気代半減へ500億円投資 
（2012.12.8 産経新聞） 

 建機国内最大手のコマツは７日、国内工場で

使われる電気代の半減を目指して、平成25年

度からの3年間で最大500億円の節電投資を行

う計画を明らかにした。老朽化した工場の生産

ラインや事務棟を省電力型に切り替え、現在、

年間60億円かかっている電気代を30億円程度

まで圧縮、生産費用の増大を防止。低コスト化

で国内生産体制の維持を狙う。 
 

●東電幹部を任意聴取、政府関係者も 
（2012.12.09 時事通信） 

 東京電力福島第１原発事故をめぐり、業務上

過失致死傷容疑などの刑事告発を受理した検察

当局が、東電幹部ら告発対象者を含む関係者を

広範囲に任意で事情聴取していることが８日、

分かった。地震や津波の予測や、事故を防ぐ対

策が可能だったかについて、認識を確認するな

どしたとみられる。早ければ来年春にも刑事処

分する方向で捜査を本格化させている。 
 

●敦賀原発「再稼働できない」 
（2012.12.10 時事通信） 

 日本原子力発電敦賀原発（福井県敦賀市）敷

地内の岩盤の亀裂（破砕帯）に活断層の可能性

が指摘されている問題で、原子力規制委員会は

１０日、現地調査の結果を検討する評価会合を

開き、専門家５人全員が活断層の可能性を指摘

した。これを受け、田中俊一委員長は「今のま

までは再稼働はできない」と述べた。 

 
 

●町内会が太陽光発電、売電で負担を軽減 
（2012.12.11 読売新聞） 

  長崎県・五島市の黒蔵町内会（66世帯150

人）が来年４月から、太陽光発電事業を始め

る。売電収入を町内会の運営費に充て、高齢化

が進む地域の会費負担を軽減するのが狙い。自

治組織では珍しい取り組みだ。九電への売電で

年間140万～150万円の収入を見込み、事業

費は10年ほどで回収できる見通し。将来は全

員の町内会費を無料にする方針という。 
 

●飯田市、再生エネ活用支援を条例に 
（2012.12.19 信濃毎日新聞）  

 飯田市が再生可能エネルギーによって持続可

能な地域づくりを目指す地元の取り組みを支援

する新条例案を来年３月の市議会に提出する方

針を固めたことが分かった。再生可能エネル

ギーを地域の共有財産と位置付け、これらによ

り地元で生産された電力などは市民が優先的に

利用できる権利を保障すると規定。基金も設

け、事業化調査費など経費面でも支援する。 
 

●京都議定書３１日一区切り 
（2012.12.30 共同通信） 

 先進国に温室効果ガスの排出削減を義務付け

た京都議定書の第１約束期間が31日終了する。

様々な統計に基づくと「2008～12年の年平均

で1990年の水準より少なくとも５％削減す

る」とした先進国全体の目標は達成する見通

し。ただ、新興国の経済発展で2010年の世界

全体のCO2排出量は1990年比で1.4倍にも増

えており、一層の取り組みが必要だ。 

環境・エネルギー 

８行ニュース 
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東
京
電
力･

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
っ

て
、
政
府
は
２
０
３
０
年
代
に
原
発
稼
働
を
ゼ

ロ
と
す
る
戦
略
を
定
め
、
電
力
会
社
に
よ
っ
て

独
占
さ
れ
た
発
送
電
分
離
や
完
全
自
由
化
に

向
け
た
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
総
選
挙
で
政
権
に
つ
い
た
自
民
党
は
原

発
ゼ
ロ
戦
略
の
見
直
し
や
原
発
再
稼
働
を
明

言
し
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
戦
略
や
し
く
み
に

よ
っ
て
脱
原
発
に
向
か
う
動
き
も
加
速
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

 

●
電
力
自
由
化
と
は
シ
ス
テ
ム
改
革 

 
 

さ
て
、
発
送
電
分
離
と
一
口
と
言
っ
て
も
実

際
に
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

11
月
３
日
、
ｅ
シ
フ
ト
＝
脱
原
発
・
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
実
現
す
る
会
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
発
送
電
分
離
」

で
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
所
長
の
飯

田
哲
也
さ
ん
は
、
発
送
電
分
離
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
説
明
し
ま
し
た
。 

「
発
送
電
分
離
と
言
っ
て
も
、
送
電
部
分
の
規

制
を
強
め
る
面
と
電
力
事
業
の
自
由
化
と
い

う
面
で
は
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
と
言
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
①
基
幹
電
力
線
の
公
有
化
＝

ナ
シ
ョ
ナ
ル
グ
リ
ッ
ド
、
②
小
売
を
含
め
た
自
由

化
、
③
地
域
独
占
の
撤
廃
、
④
自
由
競
争
市

場
の
創
設
、
の
４
点
が
必
要
で
す
」 

 
 

脱
原
発
に
向
か
う
た
め
に
は
、
私
た
ち
消
費

者
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
電
力
を
供
給

す
る
事
業
体
か
ら
電
力
を
購
入
で
き
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
発
電
・
送
電
・配
電
・
小
売
ま

で
電
力
会
社
が
独
占
し
て
い
る
状
態
で
は
大
変

困
難
で
す
。 

 
 

ま
ず
、
発
電
し
た
電
力
を
供
給
す
る
に
は

電
力
会
社
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
電
力
会
社
は
管
内
で
新
し
く
参
入
で
き
る

発
電
量
に
上
限
を
設
け
、
そ
れ
以
上
買
お
う

と
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
電
力
を
届
け
る
た
め

に
電
力
会
社
が
所
有
す
る
送
電
線
を
通
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
タ
ダ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
託
送
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し

か
も
電
力
供
給
は
絶
対
安
定
で
な
け
れ
な
な

ら
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
30
分
単
位
で
送
電

量
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
そ
の
量
が
減
っ
て
し
ま
う

と
足
り
な
い
分
を
電
力
会
社
か
ら
買
い
取
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
余
っ
た
場

合
は
買
い
取
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
タ
ダ
で
電
力

会
社
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「イ
ン
バ
ラ

ン
ス
制
度
」と
言
い
ま
す
。 

 

で
す
の
で
、
私
た
ち
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
作
ら
れ
た
電
力
を
選
ん
で
購
入
で
き
る
よ

う
に
な
る
に
は
、
地
域
ご
と
の
独
占
状
態
を
撤

廃
し
、
発
電
事
業
に
参
入
で
き
る
市
場
が
作

ら
れ
、
安
価
な
託
送
料
で
送
電
線
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
公
有
化
し
、
小
売
を
含
め
て
完
全

に
自
由
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

経
産
省
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
委
員
会
で

は
、
今
年
の
年
明
け
か
ら
発
送
電
分
離
の
あ
り

方
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
分
離
の
方

法
は
次
の
４
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

①
会
計
分
離
：発
電
・送
電
部
門
を
別
会
計

と
す
る 

②
法
的
分
離
：
持
ち
株
会
社
を
作
り
グ
ル
ー

プ
企
業
化
す
る 

③
機
能
分
離
：
電
力
会
社
が
所
有
す
る
が
、
運

用
は
別
主
体
が
行
う 

④
所
有
分
離
：
ま
っ
た
く
の
別
会
社
に
す
る 

 

①
な
ら
会
計
上
分
け
る
だ
け
で
す
し
、
②
で

も
グ
ル
ー
プ
企
業
と
し
て
密
接
な
関
係
は
維

持
さ
れ
ま
す
。
本
当
の
意
味
で
発
送
電
分
離

を
果
た
す
に
は
、
③
か
④
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
９
月
に
出
さ
れ
た
答
申
は
、

④
は
先
送
り
さ
れ
て
当
面
①･

②
で
い
く
と

し
、
送
電
線
の
公
有
化
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
な
い
中
途
半
端
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
飯

田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。 

「
も
は
や
原
発
は
社
会
全
体
の
不
良
債
権
。
ド

イ
ツ
の
保
険
機
構
は
原
発
の
事
故
保
険
料
は

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
６
千
円
に
な
る
と
試
算

し
て
い
ま
す
。
敏
感
な
企
業
は
早
々
に
脱
原
発

に
舵
を
切
り
、
ス
ペ
イ
ン
は
風
力
発
電
を
ベ
ー
ス

電
源
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
東
京
電
力
に

つ
い
て
は
、
破
綻
さ
せ
て
株
主
と
金
融
機
関
に

責
任
を
取
ら
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
会
社
、
損 

 

シ
リ
ー
ズ
・
脱
原
発
の
み
ち
し
る
べ
◆
第
３
回
◆ 

 

脱
原
発
を
進
め
る
し
く
み
と
課
題 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務
局
長
・
山
﨑
求
博 

 

発 電

送 電

配 電

小 売

発電所

送電線

配電網

販 売

変電所

変電所

変圧器

新電力（電力会社以外）

新電力（電力会社以外）

一
般
電
気
事
業
者
（
電
力
会
社
）

送電サービス
（託送料金）

卸電力取引所

電灯･低圧 特定規模需要



3 

 

害
賠
償
会
社
、
事
故
処
理
会
社
に
分
割
し
、

送
電
線
は
国
が
買
い
取
っ
て
公
有
化
に
す
べ
き

で
す
し
、
今
こ
そ
そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」 

 

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
委
員
会
の
答
申
に
合
わ

せ
る
か
の
よ
う
に
、
東
京
電
力
は
機
能
分
離
や

所
有
分
離
に
な
ら
な
い
よ
う
着
々
と
手
を
打

ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
同
社
は
、
原
発
事
故
で
避

難
し
て
い
る
人
へ
の
賠
償
や
除
染
作
業
に
力
を

入
れ
る
と
し
て
、
年
明
け
に
も
福
島
県
内
に

「
本
社
機
能
」を
設
け
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
本
店
と
福
島
の
両
方
に
あ
っ
た
賠
償
な
ど

を
手
が
け
る
部
署
を
福
島
に
集
中
、
人
事
や

予
算
の
権
限
を
移
し
、
原
発
事
故
の
処
理
や

避
難
に
関
連
す
る
業
務
に
つ
い
て
福
島
で
独
自

に
決
め
る
そ
う
で
す
。 

 

一
方
で
、
経
産
省
は
12
月
６
日
に
電
力
シ
ス

テ
ム
改
革
委
員
会
に
電
力
小
売
の
全
面
自
由

化
に
向
け
た
案
を
提
示
し
ま
し
た
。
自
由
化

さ
れ
て
い
な
い
家
庭
向
け
電
力
料
金
に
つ
い

て
、
電
力
会
社
以
外
の
電
力
事
業
者
＝
新
電

力
が
家
庭
に
電
力
を
供
給
・
販
売
で
き
る
よ
う

に
し
、
３
～
５
年
か
け
て
電
力
料
金
制
度
を
自

由
化
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
経
過
期
間

を
設
け
た
の
は
、
新
電
力
の
占
め
る
シ
ェ
ア
が
３

パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
現
在
の
電
力

会
社
が
独
占
し
た
ま
ま
自
由
化
す
る
と
料
金

を
つ
り
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
か

ら
で
す
。
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
新
聞
は
「競
争

を
促
す
政
策
必
要
」と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
発
送
電
分
離
が
不
十
分
な
ま
ま
で

は
、
小
売
り
が
自
由
化
さ
れ
て
も
電
力
シ
ス
テ

ム
改
革
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
夢
の
ま
た
夢
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
自
公
政
権
は
、
こ
う
し
た

矛
盾
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

お
そ
ら
く
は
電
力
会
社
の
既
得
権
益
を
守
る

方
向
に
動
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

●
地
域
に
生
ま
れ
る
ご
当
地
電
力 

 

昨
年
７
月
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
特
措
法
に
基
づ
く
全
量
固
定
買
取
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

作
ら
れ
た
電
力
を
全
て
固
定
価
格
で
買
い
取

る
も
の
で
、
太
陽
光
発
電
の
場
合
出
力
10
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
で
あ
れ
ば
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り

42
円
と
こ
れ
ま
で
の
２
倍
近
い
価
格
で
20
年

間
に
わ
た
り
電
力
会
社
が
買
い
取
っ
て
く
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
比
較
的
短
期
で
建
設
コ
ス

ト
を
回
収
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
各
地
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
の
建
設
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
大
手
企
業

に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で
す
が
、
中
に
は
地
域

で
市
民
が
主
体
的
に
事
業
を
行
う
「
ご
当
地

電
力
」と
呼
ば
れ
る
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

前
出
の
ｅ
シ
フ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
４
つ
の
事

例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

鈴
廣
か
ま
ぼ
こ
グ
ル
ー
プ
副
社
長
を
務
め
る

鈴
木
悌
介
さ
ん
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関
す

る
安
全
性
や
お
金
の
流
れ
、
国
と
地
方
の
い
び

つ
な
関
係
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
昨
年
３

月
に
経
営
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
エ
ネ
経
会
議
」を

立
ち
上
げ
た
方
で
す
。 

 
 

会
社
の
あ
る
小
田
原
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

宝
庫
と
と
ら
え
る
鈴
木
さ
ん
は
、
小
さ
い
な
が

ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
、
循
環
の
し
く
み
を
作

り
た
い
と
考
え
、
一
昨
年
の
12
月
に
事
業
化

検
討
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
全
量
固

定
買
取
制
度
に
間
に
合
う
よ
う
に
太
陽
光
発

電
事
業
か
ら
始
め
、
小
水
力
発
電
も
し
て
い
く

計
画
で
、
資
金
に
つ
い
て
は
30
社
で
持
ち
株
会

社
を
作
り
、
太
陽
光
発
電
や
小
水
力
発
電
の

事
業
ご
と
に
設
立
す
る
特
別
目
的
会
社
に
出

資
し
な
が
ら
、
市
民
に
も
出
資
を
求
め
て
い
く

そ
う
で
す
。
鈴
木
さ
ん
は
「こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
限
ら
ず
夢
の
あ
る
話
だ
。
地
域
の
事
業
者
に

仕
事
が
回
り
雇
用
が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
実
践
で
示
し
な
が
ら
多
く
仲
間
が
動
い
て

い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
必
要
だ
」と
言
い
ま

す
。 

 

世
田
谷
区
は
、
民
間
主
導
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
化
を
模
索
す
る
中
で
「ヤ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
＝

屋
根
＋
エ
ネ
ル
ギ
ー
」を
昨
年
か
ら
始
め
ま
し

た
。
年
間
１
千
世
帯
の
太
陽
光
発
電
設
置
を

メ
ー
カ
ー
に
一
括
発
注
す
る
こ
と
で
設
置
価

格
を
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
36
万
円
に
引
き
下

げ
、
売
電
収
入
と
補
助
金
、
金
融
機
関
か
ら

の
借
入
に
よ
っ
て
10
年
で
元
が
取
れ
る
し
く
み

で
す
。
区
民
の
反
応
は
上
々
で
、
約
２
千
件
の

申
込
み
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
６
百
件
が
見
積
も

り
を
行
い
、
わ
ず
か
３
ヶ
月
間
で
２
百
件
も
の

設
置
契
約
に
結
び
つ
け
ま
し
た
。
１
件
当
た
り

３
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
す
る
と
総
計
６
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト

と
、
中
型
の
風
力
発
電
な
み
で
す
。
世
田
谷
区

産
業
振
興
公
社
の
高
山
博
・事
務
局
長
は
「経

産
省
の
政
策
は
電
力
自
由
化
か
ら
は
ほ
ど
遠

い
。
し
か
し
、
こ
の
事
業
に
は
東
京
商
工
会
議

所
や
商
店
街
連
合
会
も
関
心
を
抱
い
て
い
る
。

脱
原
発
か
原
発
推
進
か
を
問
う
前
に
、
基
礎

的
自
治
体
と
し
て
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
何

が
必
要
か
を
考
え
る
べ
き
」と
述
べ
ま
し
た
。 

 

い
わ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
電
力
の
大
和
田
順
子
さ

ん
は
、
福
島
県
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
全
国
６
位
で
、
い
わ
き
市
で
も
３

倍
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
務
省

「
緑
の
分
権
改
革
」事
業
を
利
用
し
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
査
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
30
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
作

る
た
め
、
市
民
か
ら
の
出
資
を
募
り
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ん
だ
特
産
品
を
配

当
す
る
し
く
み
を
考
え
て
い
ま
す
。
参
加
す
る

３
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
企
業
組
合
を
立
ち
あ
げ
太
陽

光
発
電
設
備
を
管
理
す
る
計
画
で
す
。 
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●
雲
南
省
で
２
５
０
万
基
！ 

  

 
 

陳
永
松
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
雲
南
エ
コ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
大
学
と
の
共
同
に
よ
る
植

林
活
動
や
地
域
で
の
環
境
教
育
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
普
及
と
保
守
管
理
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
様
々
な
活
動
を

し
て
ま
す
。 

 
 

中
国
政
府
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

計
画
に
基
づ
き
、
農
家
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
末
に
は
雲

南
省
だ
け
で
２
５
０
万
基
が
設
置
に
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
こ
こ
で
言
う
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
は
、
家
畜
や
人
間
の
糞
尿
を
埋
設
し
た
タ
ン

ク
に
集
め
、
嫌
気
性
発
酵
に
よ
り
メ
タ
ン
を
発

生
さ
せ
、
そ
れ
を
炊
飯
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
と
し
て
利

用
す
る
家
庭
用
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
家
畜
の
糞

尿
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い

た
薪
木
の
利
用
抑
制
に
も
な
り
ま
す
。
地
域

特
性
を
活
か
し
て
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
食
べ
物
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
す
べ
て
自
給

自
足
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
麗
江
の
農
村
地

域
と
言
え
ま
す
。 

 
 

陳
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
タ
ン
ク
の
建
設
費

は
政
府
か
ら
の
補
助
金
が
十
分
に
あ
り
、
か
な

り
普
及
も
し
た
の
で
、
今
後
は
維
持
管
理
の
方

が
課
題
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
導
入
し
た
も

の
の
、
バ
イ
オ
タ
ン
ク
の
蓋
が
壊
れ
て
い
た
り
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
と
、

い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
出
て
い
て
、
導
入
し
た
も
の

の
利
用
さ
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
の
で
す
。 

 

●
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
も
さ
か
ん 

 
 

ま
た
、
麗
江
は
と
て
も
空
気
が
澄
ん
で
お
り

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
も
盛
ん
で
す
。
麗
江

の
緯
度
は
沖
縄
と
同
じ
く
ら
い
で
、
標
高
も
２

千
５
百
メ
ー
ト
ル
と
高
く
、
今
ご
ろ
の
季
節
は

夜
は
か
な
り
冷
え
込
み
ま
す
が
、
昼
間
は
陽

光
の
あ
た
る
場
所
で
30
度
近
く
に
な
る
時
間

も
あ
り
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
は
と
て

も
向
い
て
い
ま
す
。
村
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
太

陽
光
発
電
の
外
灯
が
設
置
さ
れ
、
ほ
ぼ
全
て
の

家
庭
に
太
陽
熱
温
水
器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
家
庭
だ
け
で
は
な
く
、
お
寺
な
ど
で
も

太
陽
熱
温
水
器
が
屋
根
に
つ
い
て
い
ま
す
。
中

国
政
府
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
や
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
っ
た
農
村
に
あ
る
資
源
で
利
用
で
き
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
農
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
」と

呼
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
の
専
用
器
具
も
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
い

う
先
進
的
な
部
分
に
対
し
て
陰
の
部
分
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
ゴ
ミ
問
題
で
す
。
自
然
界
に

は
戻
ら
な
い
ゴ
ミ
が
野
放
図
に
捨
て
ら
れ
、
燃

や
さ
れ
て
い
る
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
村
の
あ
ち
こ
ち
で
ゴ
ミ
の
山
が
あ
り
、
す
べ

て
家
庭
で
燃
や
し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。 

 

●
増
え
る
馬
糞
に
一
石
二
鳥
の
秘
策
が 

 
 

麗
江
市
郊
外
に
は
、
拉
市
海
と
い
う
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
が
広
が
る
湖
が
あ
り

ま
す
。
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
あ
る
こ
の
湖
の

周
辺
で
は
、
最
近
、
急
速
に
観
光
用
乗
馬
の
た

め
の
馬
場
が
増
え
、
馬
が
５
千
頭
も
飼
わ
れ
て

い
ま
す
。
馬
が
増
え
た
こ
と
で
環
境
汚
染
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
馬
糞

で
す
。
一
日
に
総
計
10
ト
ン
も
の
量
が
排
泄

さ
れ
、
湖
の
周
辺
は
馬
糞
だ
ら
け
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
湖
水
が
汚
染
さ
れ
、
衛
生
的
に
も
問

題
が
起
き
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

現
在
雲
南
エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
こ
の
場

所
に
大
型
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
つ
く
り
、

馬
糞
を
処
理
す
る
こ
と
で
廃
棄
物
問
題
、
水

汚
染
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
構
想
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
ら
れ
た
バ
イ
オ
ガ
ス

は
地
元
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
厨
房

に
使
い
、
ガ
ス
を
取
り
出
し
た
後
に
残
っ
た
液

体
は
肥
料
と
し
て
畑
に
撒
き
有
機
野
菜
を
栽

培
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
で
供
す
る
と
い
う
、
一
石
二

鳥
・
三
鳥
に
も
な
る
循
環
型
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

  

東
ア
ジ
ア
環
境
情
報
発
伝
所
で
は
、
こ
の
構

想
を
応
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
建
設
費

用
は
50
万
元
、
日
本
円
で
８
百
万
円
ほ
ど
で

す
。
皆
さ
ん
も
応
援
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

文
責
：事
務
局
長
・山
﨑
求
博 

農家の敷地にあるバイオガスタンク 

バイオガス専用コンロ（左）に点火 

中国農村エネルギーの秘密を 
さぐる５日間 

～東アジア環境情報発伝所エコツアーに参加して～ 
 

 昨年11月に中国の雲南省麗江市に行ってきました。ＮＰ
Ｏ法人「東アジア環境情報発伝所」企画によるエコツアー
で、農村部でのバイオガスなど再生可能エネルギーの利用
状況を見たり、現地で活動するＮＧＯ「雲南エコネット
ワーク」と交流した４泊５日の旅でした。 
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市
民
の
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
太
陽

光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「え
ど
・そ
ら
」
が
走
り

出
し
、
こ
の
記
事
が
読
ま
れ
る
頃
に
は
続
々
と

資
金
が
集
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
願

い
た
い
。 

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要 

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
民
立
第
一
発
電
所

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
市
民
か
ら
借
り
た
資
金
で

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
電
池
を
設
置
し
、
全
量

買
い
取
り
に
よ
る
売
電
収
入
で
返
済
し
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義 

 
 

第
一
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
民
主
化
＝
お
上
か

ら
与
え
ら
れ
る
→
自
分
た
ち
で
作
り
出
す
、
で

あ
ろ
う
。
原
発
事
故
の
反
省
も
踏
ま
え
て
、
物

言
う
消
費
者
か
ら
も
う
一
歩
踏
み
出
し
て
、

電
力
会
社
と
対
等
の
立
場
で
監
視
の
目
を
光

ら
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
急
速
に

増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
原
発
再
稼
働
・新
設
の

必
要
性
を
無
く
す
こ
と
で
あ
る
。
脱
原
発
の
時

計
の
針
が
戻
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
考
え
た
時
、

こ
れ
は
重
要
だ
。
ド
イ
ツ
の
太
陽
光
発
電
設
置

容
量
は
こ
の
３
年
、
７
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
で

あ
り
、
こ
の
間
に
原
発
20
基
以
上
増
え
た
こ

と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
が
脱
原
発
に
舵
を
切
れ
た

の
も
こ
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
で
あ
ろ

う
。 他

に
も
挙
げ
れ
ば
幾
つ
か
あ
る
が
、
太
陽

電
池
を
設
置
し
た
く
て
も
様
々
な
要
因
で
果

た
せ
な
か
っ
た
人
で
も
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す
れ
ば
取
り
敢
え
ず
志
を
満
た
す
こ
と
の

で
き
る
意
義
も
大
き
い
だ
ろ
う
。 

●
こ
れ
ま
で
の
経
過 

き
っ
か
け
は
昨
年
の
５
月
19
日
、
足
温
ネ
ッ

ト
の
総
会
終
了
後
に
実
施
し
た
「
第
４
の
革

命
」
上
映
会
の
合
間
だ
っ
た
。
そ
の
時
点
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
い
取
り
制
度
が

７
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
た

が
、
買
い
取
り
価
格
は
未
定
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。 

７
月
に
予
定
通
り
全
量
買
い
取
り
制
度
が

始
ま
り
、
買
い
取
り
条
件
も
太
陽
光
発
電
の

場
合
、
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
42
円
で
20
年
間
と

決
ま
っ
た
。
菅
元
首
相
が
最
後
ま
で
こ
だ
わ
っ

た
所
謂
「
フ
ィ
ー
ド
・
イ
ン
・
タ
リ
フ
」 

の
本
格
始

動
で
あ
る
。 

こ
の
元
首
相
は
、
震
災
・
原
発
事
故
対
応
に

関
し
て
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
浜

岡
原
発
を
止
め
た
事
と
言
い
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
の
諸
政
策
と
言
い
、
も
っ
と
評
価

さ
れ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
感
じ
て
い

る
。
事
故
当
時
の
首
相
が
他
党
の
２
世
議
員

だ
っ
た
ら
、
な
ど
と
想
像
す
る
と
・
・・
背
筋
が

寒
く
な
る
。 

少
々
脱
線
し
た
が
、
７
月
以
降
徐
々
に
機

運
が
盛
り
上
が
り
、
足
温
ネ
ッ
ト
の
運
営
委
員

会
で
も
議
題
に
上
る
よ
う
に
な
り
、
と
に
か
く

検
討
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。  

検
討
を
始
め
て
み
る
と
、
ク
リ
ア
す
べ
き
問

題
が
次
々
と
現
れ
て
き
た
。
太
陽
電
池
は
ど
こ

に
ど
ん
な
規
模
で
設
置
す
る
の
か
。
決
ま
っ
て

い
た
の
は
、
全
量
買
い
取
り
に
な
る
10
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
設
備
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
こ
れ
を

増
設
、
移
設
、
あ
る
い
は
新
設
す
る
の
か
。
資

金
は
ど
う
い
う
形
で
集
め
る
の
か
。
ど
の
よ
う

な
事
業
形
態
、
組
織
で
行
な
う
の
が
良
い
の

か
、
等
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
門
題
を
ほ
ぼ
ク

リ
ア
し
、
施
工
業
者
と
の
契
約
も
11
月
末
に

終
わ
り
、
12
月
の
始
め
に
開
催
し
た
説
明
会

で
一
段
落
と
な
っ
た
。 

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
メ
ン
バ
ー
が
各
自

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
に
活
用
し
た
お
か
げ

で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
再
認
識

し
た
次
第
で
あ
る
。 

●
今
後
の
課
題 

 

年
が
明
け
る
と
実
際
の
資
金
集
め
を
始
め
と

し
、
税
金
を
考
慮
し
た
詳
細
な
資
金
計
画
、

工
事
に
関
わ
る
問
題
等
々
、
売
電
開
始
ま
で

に
は
ま
だ
ま
だ
様
々
な
課
題
が
持
ち
上
が
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。
東
電
以
外
へ
の
売
電
も
電

力
自
由
化
を
に
ら
み
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
べ

き
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
今
ま
で
同
様
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
過
程
で
ノ
ウ
ハ

ウ
を
積
み
上
げ
、
同
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計

画
し
て
い
る
組
織
と
の
情
報
交
換
を
通
じ
、
よ

り
良
い
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
次
の
展
開
に

持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

え
ど
が
わ
市
民
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

え
ど･

そ
ら
が
ス
タ
ー
ト
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事 

柳
澤
一
郎 

 

えどがわ市民発電 

プロジェクト 

「えど・そら」１号機 

（太陽光10.58kW） 

東 

京 

電 

力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
足
温
ネ
ッ
ト 

会
員
や
縁
故
者
な
ど 

東
京
電
力
管
内
の
契
約
者 

資金融資 

資金返済 

設置 売電 電力供給 

売電収入 電気料金 

金銭消費貸借契約 再生可能エネルギー全量固定買取契約 電灯契約など 

えどがわ市民発電プロジェクト「えど・そら」スキーム図 
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生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
首
都
圏
４
単
協
＝
東

京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
は
、
食
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
私
た
ち
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
政
府
と
東
電
に
任
せ
し
て
き
た
反
省

か
ら
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
治
」と
し
て
２
千
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
風
力
発
電
「ゆ
め
か
ぜ
」を
秋
田
県

仁
賀
保
市
に
建
設
し
、
今
年
３
月
か
ら
首
都

圏
の
事
業
所
に
電
力
供
給
を
始
め
て
い
ま
す
。

当
初
は
直
接
供
給
を
考
え
ま
し
た
が
、
今
は

電
力
と
環
境
価
値
に
分
け
、
サ
ミ
ッ
ト
エ
ナ

ジ
ー
を
通
じ
て
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
と
し
て
供

給
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
生
活
ク

ラ
ブ
生
協
神
奈
川
の
鈴
木
伸
予
副
理
事
長
は

「
電
力
事
業
に
参
入
す
る
に
は
、
電
力
会
社
の

抽
選
に
当
た
り
、
電
力
会
社
の
言
い
値
で
系
統

連
携
に
接
続
し
、
託
送
料
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
発
電
コ
ス
ト
の
半
分
ぐ
ら
い
が

託
送
料
で
す
。
ま
た
、
30
分
単
位
で
３
％
以

上
少
な
い
と
電
力
会
社
か
ら
買
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
３
％
以
上
多
い
場
合
は
電
力
会
社
が

た
だ
で
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
制

度
は
問
題
。
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
動
き
に
声

を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
訴
え

て
い
ま
し
た
。 

 

●
電
気
事
業
を
め
ぐ
る
長
野
県
の
決
断 

 

こ
う
し
た
市
民
の
動
き
の
一
方
で
、
地
方
自

治
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
た
て
そ
れ
ま
で
の

政
策
を
転
換
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
し
た
。

長
野
県
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
戦
略
の
策
定

を
機
に
、
水
力
発
電
施
設
の
民
間
へ
の
売
却
を

止
め
て
長
野
県
と
し
て
持
ち
続
け
る
こ
と
を

決
断
し
た
の
で
す
。 

 

各
都
道
府
県
に
は
企
業
局
と
い
う
、
税
金
で

は
な
く
料
金
を
徴
収
し
て
事
業
を
行
う
部
門

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
水
道
局
と
か
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
企
業
局

で
す
。
ま
た
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
は
発
電
事

業
を
行
っ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。
長
野
県
企

業
局
は
県
内
に
13
カ
所
の
水
力
発
電
ダ
ム
を

保
有
し
て
お
り
、
総
発
電
量
は
９
万
９
千
キ
ロ

ワ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
公
営
電
気

事
業
経
営
者
会
議
に
参
加
す
る
26
自
治
体

が
持
つ
発
電
施
設
の
合
計
出
力
は
２
４
６
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
と
原
発
２
基
分
に
も
な
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
電
力
を
販
売
で
き
る
の
は
電
力

会
社
だ
け
に
限
ら
れ
て
お
り
、
販
売
価
格
も

低
い
た
め
採
算
性
が
取
り
に
く
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
長
野
県
は
03
年
に
電
力
事
業
の
民
営

化
計
画
を
立
て
、
07
年
か
ら
中
部
電
力
へ
売

却
を
申
し
入
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
東
京
電
力･

福
島
第
一
原
発
事
故

で
状
況
が
一
変
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
買

い
取
り
や
発
送
電
分
離
の
議
論
が
行
わ
れ
る

中
で
県
民
益
に
か
な
う
電
気
事
業
の
あ
り
方

を
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
昨
年
策
定
さ
れ
た
長
野
県
地
球
温
暖
化

対
策
戦
略
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
め
ざ
す
野
心
的
な
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
新
し
く
増
や
し
て
全
て
ま
か

な
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
既
存
の
水
力
発

電
を
生
か
す
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に

は
企
業
局
の
水
力
発
電
が
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

こ
の
戦
略
を
受
け
て
長
野
県
は
昨
年
６
月
中

電
と
の
交
渉
を
中
断
、
11
月
に
水
力
発
電
所

を
中
部
電
力
に
売
却
す
る
民
営
化
計
画
を
正

式
に
取
り
や
め
、
県
営
で
発
電
事
業
を
継
続

す
る
方
針
を
固
め
ま
す
。
県
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
購
入
を
電
力
会
社
に
義
務
付
け

る
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
の
活
用
な
ど
で

健
全
経
営
が
可
能
と
判
断
し
た
の
で
す
。 

 

長
野
県
の
決
断
は
、
電
力
会
社
に
独
占
さ
れ

て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
に
取
り
戻
す
意
味

で
市
民
発
電
の
動
き
と
同
じ
も
の
で
す
。 

 

自
公
政
権
は
、
原
発
事
故
を
受
け
て
脱
原

発
に
向
き
を
変
え
た
戦
略
を
簡
単
に
原
発
推

進
に
戻
そ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
脱
原
発
に
向

け
た
戦
略
の
元
で
ま
か
れ
た
政
策
の
種
は
芽
を

出
し
葉
を
広
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
も
こ

の
動
き
を
地
域
で
広
げ
る
べ
く
「
え
ど
が
わ
市

民
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
が
、
原
発
推
進
へ
の
回
帰
を
難

し
く
さ
せ
る
こ
と
を
示
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

     

※
参
考
記
事 

○
「
東
電
、
福
島
に
本
社
機
能 

賠
償
や
除
染

を
迅
速
化
」 

12
・
11
・
４ 

朝
日
新
聞 

○
「
県
、
水
力
発
電
事
業
継
続
へ 

民
営
化
取

り
や
め 

新
・増
設
も
見
込
む
」
12
・
11
・
16 

信
濃
毎
日
新
聞 

○
「
電
気
料
、
段
階
的
に
規
制
撤
廃
」
「
規
制

な
き
独
占
を
懸
念
」
12
・
12
・
４  

日
経
新
聞 

 

世
田
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区
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業
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ム 


